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平成20年2月18日（月）に、いわき市総合保健福祉センターにおいて、平成19年度「いわき市青少年教育研究発表会」を開催し、その中で、平第二小学校、川部小学校、小名浜第二中学校より実践事例の発表をいただきました。　　　

また、学社連携・融合会議からは、各地の先進事例や学社連携・融合事業の意義などについて説明しました。今号では、川部小学校の発表内容と「学社連携・融合会議からの助言」の一部を掲載いたします。
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※「平成19年度いわき市青少年教育研究発表会」の資料が必要な方は、事務局までご連絡ください。　


第６号　平成２０年３月


発  行　いわき市学社連携・融合会議





学社連携・融合会議からの助言





【指導要領改訂に伴う学力向上に関する提案


　　　　～教科学習と総合学習との学習循環による学習意欲・思考力の向上】





「課題」学習意欲（興味・関心＝探求力）と思考力（問題解決能力）を引き出す学習形態。　


「学力」思考力すなわち問題解決能力＝総合的判断能力・探求力を学力と定義する。


「教科学習と総合学習との学習循環による学力向上効果」


 (1) 教科学習の「基本・基礎知識」と総合学習の「知恵」との学習循環によって「思考力」が創


出され、循環される度に「学力（問題解決能力・探求力）」が涵養される。


(2) 総合学習から教科学習へのフィードバックにより、新たな学習意欲（知識獲得意欲）並びに


学習動機が創出される。


(3) 教科学習における学習意欲（興味・関心＝探究心）を引き出す仕掛け、及び総合学習におけ


る総合化の仕掛けとして、学社連携・融合（地域及び学校外教育資源）を積極的に活用する。


(4)学社連携・融合を活用することによって地域教育資源を取り込みながら実体験学習の充実を


図り、学習内容を日常生活の身近な事象に関連付けて知識定着を図る。















































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





いわき市学社連携・融合会議　東日本国際大学福祉環境学部教授　　北見　正伸　氏　
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「学社連携・融合通信」に関するお問い合わせは、市学社連携・融合会議事務局（生涯学習課）


電話：22-7543又は、e-mail： � HYPERLINK "mailto:kyoiku-shogaigakushu@city.iwaki.fukushima.jp" �kyoiku-shogaigakushu@city.iwaki.fukushima.jp� までお寄せ下さい。
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　４　成果と課題


　（１）成果


　　　　・　短い時間でも本を手にとって楽しむ習慣が身についている。授業中でも、ほんの少し時間が余れば、本を手にする子どもが多い。


　　　　・　聞く力が身についてきている。


　　（２）課題


　　　　・　子どもたちの興味・関心が高まっているにも関わらず、図書室が狭く図書も不十分であること。


　　　　　　子どもたちのためにぜひ、図書を充実させ魅力ある図書室にしたい。





　　


　　　　





　　　　







































































　◆　読み聞かせを中心とした学社連携・融合事業について


【川部小学校／芹沢志保教諭、石井初代氏、田子才子氏（サークル「くれよんの会」）】





　１　事業実施の経緯


　　　お子さんが川部小学校に在学中の保護者が、当時(６年前)の校長


先生に、学校で読み聞かせをさせてほしいという話をしたところ、


快諾していただいた。賛同して集まった５～６人のメンバーで、


「くれよんの会」を発足し、公民館で開かれた読み語りコースとい


う教室で暮らしの伝承郷の先生から手ほどきを受けたり、知り合い


の読み聞かせを聞きに行ったりして、勉強された。


　　　それ以来、月に２回程度、木曜日の給食後に設定されている


「読書タイム」や５校時に、学年またはブロックごとに集まって読み聞かせを実施している。


　


　２　事業内容


　　　学校側から「こんな本を読んで欲しい」とお願いすることはなく、授業に関する読み聞かせは担任がやり、純粋に楽しむ、ジャンルを広げる本は「くれよんの会」の皆さんに任せるなど、すみわけをしており、毎回「くれよんの会」の皆さんが、学年や時間に応じた本を使用し、読み聞かせを実施している。


　ブラックシアターだったり大型絵本だったり、紙芝居や音楽入りの読み聞かせだったりすることもある。


　


　３　事業継続のポイント　


　　（１）サークル側


　　　　・　地域の住民として子どもたちと関わっていきたいという熱い思い


「もしかしたら出合わなかったかもしれない本との橋渡しがしたい」という本への情熱


サークル活動に無理がない（仕事を持っていても無理なく学校に来れるシステム作り）。


　　


（２）学校側


　　　　・　誰かの「やりたい」という思いに可能な限り応えようというスタンスを持っていること。


　　　　・　年間を通して読み聞かせ活動を取り入れるため、先生方にも「くれよんの会」の皆さんにも余裕があるということ。


※【流れ】


学校では、次年度の計画ができた段階で、読み聞かせを何月何日に入れていくか、年間予定を立


　　　　　てる。４月に「くれよんの会」にその予定を見ていただき、「くれよんの会」の皆さんは、予定表をもとに、誰が学校に行くかを相談する。


　　　　・　子どもたちが読み聞かせの楽しさを味わっていること。





読み聞かせの実演の様子

















【指導要領改訂に伴う学力向上に関する提案


～教科学習と総合学習との学習循環による学習意欲・思考力の向上～】





「課題」学習意欲（興味・関心＝探究心）と思考力（問題解決能力）を引き出す学習形態。


「学力」思考力すなわち問題解決能力＝総合的判断能力・探求力を学力と定義する。


「教科学習と総合学習との学習循環による学力向上効果」


教科学習の「基本・基礎知識」と総合学習の「知恵」との学習循環によって「思考力」が創


　　　出され、循環される度に「学力（問題解決能力・探求力）」が涵養される。


総合学習から教科学習へのフィードバックにより、新たな学習意欲（知識獲得意欲）並びに


　　　学習動機が創出される


教科学習における学習意欲（興味・関心＝探究心）を引き出す仕掛け、及び総合学習におけ


　　　る総合化の仕掛けとして、学社連携・融合（地域及び学校外教育資源）を積極的に活用する。


（４）学社連携・融合を活用することによって地域教育資源を取り込みながら実体験学習の充実を図り、学習内容を日常生活の身近な事象に関連付けて知識定着を図る。
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まとめ：

　　真の学力向上と学社連携・融合

学力（総合的判断力・思考力）向上

　　　　　　　基本・基礎学習の授業時間数増加だけでは不完全

　　　　　　　⇒循環形成による教育内容の仕掛けが必須



教科学習　　　　　興味・関心を持たせる仕掛け



　　　　　　　　　循環　　　　　　　学力 （思考力・応用力）を創出



総合学習　　　　　各教科を横断的に結合する総合化の仕掛け



　　　　　　

　　　　　　　地域教育資源の活用＝学社連携・融合
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総合学習　　　教科学習 循環形成

基本・基礎学習　　　　　　　　　身の回りの事象を総合的に学習



　「教科学習」　思考力 　「総合学習」



興味・関心の動機付け　　　　　　　各教科を横断的に連結活用



　　　地域教育資源活用　⇒　学社連携・融合



教科学習の学習内容・学習の意味 ⇒ 総合学習との循環を

通して具体的に提示できる（例：体温→理科・数学・社会・国語・家庭科・保体）








